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蛭ヶ岳山荘の発足に寄せて 

財団法人 神奈川県体育協会 松田幸雄 

蛭ヶ岳山荘友の会の発足おめでとうございます。新しい山荘の設計・旧山

荘の解体・そして着工から竣工・さらには営業開始に至るあらゆる段階に

係わりをもった者として、これから多くの方々に気持ちよくご利用してい

ただくために蛭ヶ岳山荘を励ましていただける「友の会」がスタートした

ことを本当にありがたく、またうれしく思っています。思えば新山荘の再

建はまさにいばらのみちを歩んできました。山荘の所有者の神奈川県体育

協会では旧山荘の老朽化に伴い平成７年度末で閉鎖の方針を打ち出したと

ころ、直ちに大きな反響となってかえってきました。蛭ヶ岳山荘の重要な

役割が署名活動を通してまたマスコミ等を通して再認識されてくるなかで

体育協会で改めて検討した結果、再建することを決定しました。この決定

を踏まえ再建費用に充てる募金を呼びかけたところ、予想を越える個人の

方々から多額の募金ををいただくことができました。再建への働きかけ、

さらには募金等蛭ヶ岳山荘に対する多くの熱い気持ちに支えられ、昨年の

11月に竣工の日を迎えました。オープニング当日は山荘の前途を祝福する

ような素晴らしい天気となり、翌 2日早朝ははるか筑波山までも見通せ、

参加した者一同大感激しました。蛭ヶ岳山荘が立つ蛭ヶ岳は丹沢大山国定

公園を中心に位置する県内最高峰の山です。最近満水になった「宮ヶ瀬

湖」を眼下にみることができる丹沢山塊で一、二を競う素晴らしい眺望の

場所ですが、残念なことに蛭ヶ岳周辺は立ち木の立ち枯れが目立ち眺望の

良いことが実はむしろ自然環境が従来よりも劣化してきているあらわれと

もいえるのではないのでしょうか。往時は蛭ヶ岳山頂付近はブナの大木が

あり、眺望は決して良くなかったということを伺うことが度々あります。

丹沢山塊は神奈川県の水源地となっています。山小屋の利用者だけでなく

多くの人にとって貴重な自然をこれ以上汚さないために新しい山荘は自然

環境に配慮した施設とすることに努めました。その一つとして丹沢山稜に

ある山小屋でははじめてし尿を浄化槽で処理する方法を採用しました。蛭

ヶ岳山荘は何処の登山口から登っても大変に重要な位置にあります。この

山小屋を多くの人に愛され利用しやすい山荘として存続していくことが何

より大切です。友の会のさらなる発展を期待するとともに今後とも一層の

ご支援を願うところです。 

＊上記の文章は蛭ヶ岳山荘通信第１号より転載いたしました。＊ 

２０１８年度北丹沢山岳センター予定日程表（主催・協力等） 

４月 ８日（日）国道２０号クリーン活動（10：00～） 主催  藤野山岳会総会（13：00～） 

４月１５日（日）北丹沢神ノ川流域山開き 於・折花神社（8：30～） 主催 

神ノ川２５周年記念事業 於・神ノ川ヒュッテ（10：00～） 

４月１９日（木）軍刀利神社祭典 御神酒 代表参加 

４月２２日（日）第１０回東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース 主催 宮ヶ瀬ダム湖畔会場スタート･ゴール 

５月１３日（日）第１０回道志村トレイルレース 協力 

         道志村道志中学校グラウンドスタート･ゴール 

６月１０日（日）第６回八重山トレイルレース 協力 上野原市上野原中学校スタート･ゴール 

６月１７日（日）国道２０号クリーン活動（10：00～） 主催 国道２０号線吉野花だまり集合・解散 

７月 ８日（日）第２０回北丹沢１２時間山岳耐久レース 主催 青根緑の休暇村スタート･ゴール 

８月１１日（祝）神奈川県山岳連盟 山の日・丹沢大山（阿夫利神社協力） 

９月 ９日（日）蛭ヶ岳山荘２０周年記念事業（青根緑の休暇村予定） 主催 

１０月１４日（日）国道２０号クリーン活動（10：00～） 主催 国道２０号線吉野花だまり集合・解散 

１０月１９日（木）軍刀利神社祭典 御神酒 代表参加 

１０月２１日（日）ふじのふる里まつり 於・名倉グラウンド 

１１月 ４日（日）第１８回陣馬山トレイルレース 主催  藤野マレットゴルフ場スタート･ゴール 

１１月２３日（日）神ノ川広河原下草刈りボランティア 主催  神ノ川ヒュッテ集合 

１１月予定    NES チャンピオンシップ 於・藤野芸術の家 

１２月 ９日（日）第７回上野原秋山トレイルレース 主催  秋山温泉スタート･ゴール 

１２月２３日（祝）八王子八峰トレイル（八王子市教育委員会主催） 協力  醍醐峠～明王峠 

 

管理人の交代登山記    東城 進紀 

山荘の管理人は二人体制にて週１交代で年 30 回程度登っている。登山口は道志道の青

根地区から車で釜立林道を約 4ｋｍ程入った所から登り始め、登山口から山頂までの登

山道は約.３時間半から 4 時間ほどの道のりである。夏などの日が長い時期は明るくなる

朝の５時頃から登るが、秋になると日が短くなり暗いうちにヘッドランプを利用しての

登山となり、冬の積雪期は特に大変になる。真っ暗な雪の山道を白い息を吐きながらの

登るのだが積雪は例年 30 ㎝から多い時で 1ｍ 

になる事もある。こうなると思うように足が運 

べなくなり無雪期の倍くらい時間が掛る事もあ 

る。ザックの重量は一週間分の自分の食料と着 

替えで 15 ㎏程になり結構重い。途中の姫次は 

休憩ポイントでほっとする場所である。丹沢山 

系の中で特に富士山の眺めが素晴らしいポイン 

トで有名な場所である。ここで暫しの休憩を取るのが決まりになっている。ここからは

一旦下って何度かアップダウンを繰り返し最後の構造階段が待ち構えている。急な階段

400ｍが続くのだが疲れた体にその 400ｍの階段が襲いかかりかなり応えるのである。 

しかし最後の階段を上り切り山頂に辿いた時に 

は毎回感動してそれまでの疲れも吹っ飛ぶ。春 

になるとニリンソウや三つ葉ツツジ・シロヤシ 

オ・など色とりどり花々が咲いて疲れた体を癒 

して楽しませてくれる嬉しい季節である。また 

静かだった冬と違い登山者も増えて賑やかにな 

るのもこの季節である。夏の時期は暑さが身に 

染みるがブナ林の木漏れ日を歩くと命の息吹を全身に感じ辛さの中にも快適な山行とな

る。夏は暑さと山ヒルを敬遠して登る人も少なくなり静かになる。秋になると暑さも和

らぎ登山客も増え始める 9 月下旬までは 

秋の花、ホトトギスやビランジ・ハナイ 

カリなどが咲いて癒してくれる。10 月中 

旬から 11 月一杯は紅葉が始まり登山客も 

ピークとなる時期であり、暑くも寒くもな 

く比較的登り易く絶好の山歩きの季節とな 

る。私たち管理人はお客様との一期一会を 

大切にお客様に満足して頂けるようなおも 

てなしを心がけています。 

北 丹 沢 山 小 屋 

管理者経過一覧（資 料） 

 

昭和21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 32年 33年 34年 35年

蛭ヶ岳 - - - - - - - - - - - - - - -

原小屋 - - - - - - - - - - 中川昭義 中川昭義 中川昭義 中川昭義 中川昭義

神ノ川 - - - - - - - - - - - - - - 佐藤盛次

昭和36年 37年 38年 39年 40年 41年 42年 43年 44年 45年 46年 47年 48年 49年 50年

蛭ヶ岳 中川昭義 中川昭義 中川昭義

原小屋 中川昭義

神ノ川 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次 佐藤盛次

昭和51年 52年 53年 54年 55年 56年 57年 58年 59年 60年 61年 62年 63年 平成元年 2年

蛭ヶ岳 細野淳美 吉良嘉直

原小屋 吉良義直 閉鎖 - - - - - - -

神ノ川 佐藤盛次 佐藤憲治 佐藤憲治 佐藤憲治 佐藤憲治 佐藤憲治 佐藤憲治 佐藤憲治 佐藤憲治 閉鎖 - - - - -

平成3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年

蛭ヶ岳 吉良嘉直 吉良嘉直 吉良嘉直 吉良嘉直 吉良嘉直 力武通博 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭

原小屋 - - - - - - - - - - - - - - -

神ノ川 - - 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭

平成18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 32年

蛭ヶ岳 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭

原小屋 - - - - - - - - - - - -

神ノ川 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭 杉本憲昭

（石田　　期間不詳） (湯川齊　期間不明） (和久田靖期間不明）
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